
─まず、鴨川社長の歩みから伺います
が、いい体格をされていますね。何かス
ポーツをされていたのでは？
　ええ。小学 3年生の時にサッカーをは
じめ、ずっとサッカー漬け。サッカー推
薦で東京の大学に進学し、卒業後は「名
古屋グランパスエイト」で 3年間ほどプ
レーしていたんです。
─プロサッカーリーグでご活躍だった
のですね。グランパスの後は？
　岡山のクラブチームを経て大分のク
ラブチームに移り、そちらではトータ
ルで 10 年ほどお世話になりました。た
だ、選手としてプレーしたのは最初の 1
年間。その後は運営側に転向しました。
私がチームに入った当時は、社会人サッ
カーリーグに参加していたのですが、そ
こから九州リーグ、さらには全国リーグ
へとステップアップしていくという目標
を掲げまして。選手たちの努力が実って
3年で達成することができ、私も貴重な
経験をさせていただきました。
─そこから、どういった経緯で現在の
事業を手掛けることになられて？
　スポーツには世界を変える力があると
感じていましたし、ずっとスポーツに関
わる仕事を続けていきたいと思っていま
した。それまでの経歴を通じてできたご
縁が切れることなく続いていましたし、

それをもっと広げていきたいという思い
もあったんです。それで、その当時から
約 50 年の歴史がある少年サッカーのク
ラブチームの理事長をさせてもらって
いたので、2017 年にチームを法人化し、
運営をビジネス化しました。
─チームは、かなり大きな規模なので
しょうか。
　約 350 名もの選手が所属していて、県
内でもトップ 5に入る規模です。その運
営を手掛ける傍ら、スポーツクラブのマ
ネジメントや指導者の派遣、ウェアや
グッズの販売、大会の企画運営など、ス
ポーツ関連事業を展開しています。さら
に、自動車関連事業やウェブデザイン関
連事業にも取り組んでおり、三本柱で事
業を拡大していく考えです。
─いずれも異業種ですね。はじめられ
たきっかけは？
　自動車関連事業については、私自身が
学生時代から車が大好きで、グランパス
に入った時には、『トヨタ』の車が安く買
えるんじゃないかと思ったくらい（笑）。
事業として車に関われるようになった今
は、新車・中古車販売をはじめ、レンタカー
や車検、鈑金、エアロパーツなど幅広く
扱っています。自動車業界は先細りなど
と言われていますが、大分のような地方
にとって車は生活の一部。需要が多い分、

ライバルも多いので、その中で選ばれる
会社になれるよう、安全性を重視するな
ど企業努力を重ねています。
─今後については、いかがお考えで？
　立ち上げから 1年半が経ち、メインで
あるスポーツ関連事業の土台が固まりつ
つあります。今後もスポーツを通して得
たご縁でビジネスを広げ、3つの事業を
成長させていきたいですね。将来的には、
さらに住宅販売事業にも挑戦したい。分
野の枠を超えて、事業の可能性を探って
いきます。
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経験と人脈、そして挑戦心で
分野を超えて事業を展開

スポーツ関連・自動車関連・ウェブデザイン関連の三本柱で事業を展開して
いる『エスケイ企画』。プロサッカーリーグでも活躍した鴨川社長が、スポー
ツと関わり続けたいとの想いで事業をスタートしたのがはじまり。本日はタ
レントの島崎俊郎氏が社長のもとを訪問し、今に至る歩みなどを伺った。

株式会社 エスケイ企画
大分県大分市西鶴崎1丁目1-2
URL：http://skk-dream.com
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代表取締役　鴨川 奨

「様々なことに挑戦し、
新しいことを創造して
いきたいとお考えの鴨
川社長。今後の展望を
伺うと、分野を超えた
挑戦も視野に入れてお
られ、勢いがあってい
いですよね。ぜひ、実
現させて下さい！」

interviewer

島崎 俊郎
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